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1 は じめ に
わが国の現在の大学は､1947(昭和22)年3月31日公布の ｢学校教育法｣
にもとづき設置され､大学の内の国立大学は､1949(昭和24)年5月31日公
布の ｢国立学校設置法｣もとづき設置されているO
それ以前は､高等教育機関としてほ､大学､高等学校､専門学校､及び高
等師範学校 ･女子高等師範学校 ･師範学校 ･青年師範学校などの教員養成諸
学校があり､それぞれ､その日的､性格にもとづいた高等教育機関としての
役割を果してきた｡｢学校教育法｣により､これら高等教育機関はすべて単一
な4年制の新制大学に再編されたのである｡なお短期大学は当初は暫定的な
ものとして設置された｡
公立 ･私立の大学は､制度的にはその前身校に規定されることなくその後
の展開をとげるが､国立大学のその後の歩みは､この設置時に母体となった
前身校によって大きく規定されるのであり､従ってその前身校の位置と性格
は､現在の各国立大学の展開の歴史的前提として重要である｡この小論は､
岡山大学の前身諸校を戦前の高等教育制度に位置づけて概観し､これを通じ
て岡山大学の特質を把捉すること､その歴史をみることを通じてわが国の戦
前期の高等教育制度史を理解することを目的とする｡
2 旧制高等教育機関と新制大学の編成
(り 旧制高等教育機関
｢国立学校設置法｣以前の高等教育､教員養成に関する官制及び､それに
(1)
よって設置されていた諸高等教育機関を一瞥するとつぎのようになる0
それ以前の高等教育等に関する諸官制を､第二次世界大戦後の1946(昭和
21)年についてみると､それは ｢帝国大学官制｣｢官立大学官制｣｢官立高等
学校官制｣｢官立専門学校官制｣｢公立学校官制｣｢教員養成諸学校官制｣から
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なり､それにもとづいて諸学校が設置されていた｡
｢帝国大学官制｣にもとづくものは､東京 ･京都 ･東北 ･九州 ･北海道 ･
大阪 ･名古屋の各帝国大学であるが､大学にはこのほかに ｢官立大学官制｣
による東京産業 (東京商科) ･神戸経済の2商科大学､新潟 ･岡山 ･千葉 ･
金沢 ･長崎 ･熊本の6医科大学､東京工業大学､そして東京 ･広島の2文理
科大学の合計11の官立大学があった｡岡山大学の前身校で､かつその中核と
なった岡山医科大学は､この6官立医科大学の一つであった｡
｢官立高等学校官制｣による高等学校は､明治期に設置された第-から第
八までのナンバーを冠した8校と､それらにつぎ1919(大正8)年に設置さ
れた新潟 ･松本 ･山口･松山から1923(大正12)年に設置された広島･富山
に至る府県名を冠した18校の合計26校があり､岡山大学の母体の一つとなっ
た第六高等学校はこれらの学校群の一つで､ナンバーを冠する設置順第6位
というものであった｡
｢官立専門学校官制｣によるものは､盛岡農林 ･鹿児島農林などのlo虚
業 ･農林専門学校､上田繊維などの3繊維専門学校､横浜工業 ･広島工業な
どの28工業専門学校と秋田鉱山専門学校､長崎 ･山口などの10経済専門学
校､前橋 ･青森などの6医学専門学校と東京医科歯科専門学校､富山 ･熊本
の2薬学専門学校､函館 ･鹿児島の2水産専門学校､東京 ･大阪の2外事専
門学校､そして東京美術学校､東京音楽学校の67校があった｡岡山県には以
前にあった医学専門学校は医科大学となっていて､この時点にはこれらの各
種の専門学校は一つもなかった｡
｢教員養成諸学校官制｣によるものは､東京高等師範学校をはじめとする
広島 ･金沢 ･岡崎の4高等師範学校､東京 ･奈良 ･広島の3女子高等姉範学
校､各府県名 (樺太庁を含む)を冠する57の師範学校､同じく各府県名 (樺
太庁を含む)を冠する48の青年師範学校､そして､東京農業教育専門学校､
東京体育専門学校があったO岡山大学の母体の一つとなった岡山師範学校 ･
岡山青年師範学校はそれらのうちのものであった｡
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(2)新制大学の編成
このように､新制度以前の高等教育機関は単一でなく､しかも階層的 ･並
立的構成を成していたのである｡新制の大学は､そのような階層的 ･並立的
な構造のいずれかに位置する学校を母体とし､かつ､1府県1大学を基本と
するにもかかわらず北海道 ･東京 ･愛知 ･京都 ･大阪 ･福岡には複数を認め
(2)
たことなどにより､いくつかの異なる大学群を構成するようになった｡
第一は､帝国大学の移行による大学群である｡これは1県 1大学の原則に
もかかわらず複数が認められた府県における帝国大学が高等学校などの若干
の学校を包含して成立した総合大学群で､北海道 ･東京 ･名古屋 ･京都 ･大
阪 ･九州の6大学である｡第二は､旧官立大学の移行による大学群である.
これはすべて東京にある官立単科大学の移行によるもので､関連校などを包
摂して成立した大学群で､一橋 ･東京工業 ･東京教育 (現筑波)の3大学で
ある｡第三は､原則である1県 1大学群である｡これには､旧帝国大学 ･あ
るいは官立大学を核とする大学群と旧高専 ･師範などによる大学群とがあ
る｡前者には旧帝国大学を核として高等学校のほかに県下のすべての官立の
高等教育機関を包摂した東北､官立単科大学を核として県下のすべてを包摂
した千葉 ･新潟 ･金沢 ･神戸 ･岡山 ･広島 ･熊本 ･長崎の各大学である｡後
者は多くの県に設置された大学である｡第四は､旧専門学校の移行による小
規模大学群である｡これはすべて複数の設置を認められた府県にある｡これ
には東京医科歯科大学 ･東京芸術大学のように複数学部の大学もあるが､多
くは単科大学である｡第五は､第四と同じく複数設置を認められた府県に設
置された単科大学であるが､旧師範学校 ･青年師範学校を母体とするもので
学芸大学と称した｡ここには､同一県にある女子高等師範学校が女子大学と
なったために他と合併することがなく単独で新制の大学として出発した奈良
学芸大学がふくまれる｡なおこの学芸大学は､後に東京を除き､他はすべて
教育大学と改称した0第六は､東西に各 1校ずつ設置するということにもと
づくお茶の水､奈良の女子大学 2校である｡
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このようにいくつかの階層的大学群が成立したのである｡成立した各大学
はこのような階層的大学群に位置づけられ､それに規定されていくのであ
る｡
岡山大学は､旧官立大学の一つの岡山医科大学､旧高等学校の第六高等学
校と教員養成学校である岡山師範学校と岡山青年師範学校､そして県立の岡
山農業専門学校を母体として成立された｡それゆえの独特の大学群の一つと
しての歩みをたどるのである｡
3 岡山大学の前身諸校
以上のように､岡山大学は､岡山医科大学､第六高等学校､岡山師範学
校､岡山青年師範学校､岡山農業専門学校を母体として設置された｡以下､
これらの諸校と岡山大学の設立に大きな力となり､また岡山大学の-特長と
なった大原農業研究所について､その位置 ･歴史を概観し､それを通じて､
岡山大学の歴史的前提を確認し､また日本高等教育制度史を学ぶことを課題
として以下を検討したい｡
(1) 岡山医科大学
① ｢官立医科大学官制｣の歴史的位置
1922(大正11)年4月1日に岡山医科大学は､新潟医科大学とともに設置
された｡同年3月31日公布の ｢官立医科大学官制｣の施行によるものであ
る｡それ以前には単独の医科大学はなく､あったのは帝国大学医学部 (それ
以前は帝国大学医科大学)である｡1918(大正 7)年に従来の ｢帝国大学
令｣のはかに ｢大学令｣が制定された｡これにより帝国大学とは異なる単科
大学の設置が認められ､それにもとづく ｢医科大学官制｣が制定され､ここ
に帝国大学医学部とは異なる岡山､新潟の二つの医科大学が誕生したのであ
る｡
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以後ひきつづき､千葉医科大学 ･金沢医科大学 ･長崎医科大学 (1923年)
が設置された｡なお､｢大学令｣は単科大学のはかに公立大学､私立大学の設
置を認めたが､これにより公立の医科大学も設置された｡1919(大正8)午
には大阪医科大学､1920年には愛知医科大学､1921年には京都府立医科大
学､1922年には熊本医科大学という府県立医科大学が設置されている｡これ
らの公立医科大学はその後､熊本医科大学は1929年に移管されて官立とな
り､大阪医科大学は1931年に大阪帝国大学の設置の際に官立に移管され医学
部となり､愛知医科大学は1931年に官立移管で名古屋医科大学となり､さら
(3)
に1939年創設の名古座帝国大学医学部となるという推移をたどる0
このような､1918年の ｢大学令｣を契機とする医科大学群は以上のような
官公立､そして私立のそれで構成されるが､官公立のうちの公立の大阪 ･愛
知が､官立移管 ･帝国大学医学部となっていくのに対して､国立医科大学群
は医学の単科大学として医学教育 ･医学研究 ･医療においてそれとは異なる
大学群として大きな役割を果していくであるO
ところで､この岡山医科大学は岡山医学専門学校を前身校とし､この岡山
医学専門学校は第三高等学校医学部を第三高等学校から分離独立して設置さ
れたものであり､さらにこの第三高等学校医学部は第三高等中学校医学部を
前身とし､さらに第三高等中学校医学部は岡山県医学校の移管によるという
ものである｡ここで第三高等中学校医学部へ移管された岡山医学校の歴史に
遡及し､学校の一連のもつ時代的状況を考察しよう.
(4)
② 第三高等中学校医学部設立に至る諸校の経緯
1870(明治3)年4月に岡山藩は医学館を設立し､同6月に医学館内に大
病院を置いた｡この医学館が岡山医学校の起源である｡上道郡門田村東山に
開設され､若い藩医､その子弟に入塾するよう布告された｡その多くは5月
23日に入塾し､寄宿館に起居して教育を受けることとなったQこの医学館と
病院の維持費として岡山藩知事池田章政は米5千葛を支給した｡6月23日､
オラソダ人教師ロイいレが岡山に到着､10月25日､医学館の最高責任者であ
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る督事に浅野学が任命された｡ここに近代医学教育の形態は一応整い､医学
教育の内容の体系も次第に明確にされはじめた0
1871(明治4)年5月1日､栄町に除痘館 (種痘賠)が設置され､また7
月23日に中之町に小病院を設置した0
1871(明治4)年の廃藩置県により､岡山藩知事池田章政は免職となり､
新たに置かれた岡山県の参事に新庄厚信が任命された｡医学館､病院もその
管理下に置かれることになった｡1872(明治5)年 1月15日､医学館は医学
所と改称され､定額3千円が支給されるようになった｡しかし同年 2月10
日､この3千円の補助金は廃止となって､医学所及び大病院は廃止となり､
わずかに小病院のみが存続した｡しかし同年4月同じ場所に医学所が再興さ
れ､年額1500円が支給されることとなったが､規模は縮小を余儀なくされ
た｡同年7月､医学所及び病院は中之町の小病院に移転統合し､病院と称す
るものとなった｡そして､この病院の中に医学所が設置されたが､これは医
学教場とも称した｡
1873(明治6)年8月､病院と附属医学所は栄町の旧藩時代の町会所跡に
移転し､会社病院として病室を再建して､患者の入院治療を行なった｡同年
11月､文部省の許可を得て正式に病院を設立､岡山県病院と称し､あわせて
附属医学教場を設置した｡1876(明治9)年4月13日､岡山県病院を岡山県
公立病院と改称し､医学教場を附属とした｡8月に補助金は2千円となっ
た｡1879(明治12)年3月にそれは岡山県立病院と改称され､1880(明治
13)年3月､弓之町に病院が竣工しそこに移転した｡そして病院および附属
医学教場の整備が行なわれるとともに､1879(明治12)年12月1日に医学教
育に関する学制が公布されていて､医学校と改称することが妥当な時期と
なっていた｡全国的にも医学校と改称されるものが多かったが､1880(明治
13)年9月15日､県布達をもって附属教場を医学校と改称し､病院構内に設
立された｡
先の制度の改正により､東京大学医学部卒業の医学士､および別課卒業の
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得業士以外は内務省が行なう医術開業試験に合格しなければ開業免許は交付
されなくなっていた｡ところが岡山県医学校は3医学士､1製薬士と数名の
得業士を擁し､教授陣容は地方医学校のなかでも筆頭に属していた｡そこで
県当局は無試験での医師開業免状取得の要請を内務省にしていたが､1882
(明治15)年 4月24日､卒業生は開業試験を受験することなく開業免状の交
付の許可を得た｡
1882(明治15)年 5月､文部省は第4号達をもって ｢医学校通則｣を告達
し､医学校を甲種 ･乙種とすることとした｡1883(明治16)年 8月､岡山県
医学校は甲種医学校となった｡
1888(明治21)年 4月に第三高等中学校医学部が設置され､岡山県医学校
は3月に廃止された｡
③ 第三高等中学校医学部 ･第三高等学校医学部
岡山医科大学の前身校史において決定的に重要なことは､五つの高等中学
校に設置された医学部の一つである第三高等中学校医学部の岡山における設
置である｡1886(明治19)年の ｢中学校令｣は､｢中学校-実業二就カント欲
シ又-高等ノ学校二人ラント欲スルモノニ須要ナル教育ヲ為ス所 トス｣､と
その目的を定め,中学校を高等､尋常の二種とし高等中学校は文部大臣の管
理に属する､｢高等中学校は法科 ･医科 ･工科 ･文科 ･理科 ･農業 ･商業ノ
分科ヲ設ケルコトヲ得｣る､そして全国を五つの学区に分け､各区に一校ず
つ設置することを規定している､というものである｡高等中学校は第-から
第五の学区ごとに設置され､そのすべてに医学部が設置されたoこの医苧部
は本校の所在地とは第二と第四は一致 したが､ほかは一致せず､第- (東
京)の医学部は千葉､第三 (京都)のそれは岡山､第五 (熊本)のそれは長
崎であった｡いずれも各県立医学校を転換したものである｡なお､高等中学
校としてほ､第一から第五のはかに山口と鹿児島に山口高等中学校,鹿児島
高等中学校造士館があるがこれらには医学部の設置はない｡
第三高等中学校は大阪の大学分校を当て､直ちに大阪から京都に移転した0
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註1)『第11回日本帝国統計年鑑』 より抄録.
2)第三十八官立諸学校の項は､帝国大学､高等師範学校のあとに､この高等中学校 とい
う記載になっている.
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この第三高等中学校の医学部が岡山県に設置されることとなり､岡山県医学
校があてられた｡この医学部設置には地元負担金が必要であった｡県当局は
5万円の予算を計上して県議会に提案したが､県議会はこれを否決したoこ
れを4万5千円として再度提案し､審議され可決されたoかくして岡山県医
学校の土地 ･建物を文部大臣に寄附し､地元有志着金5千円を合わせた5万
円を負担することによって岡山に設置されることとなった｡当初提案を否決
したのほ､すぐれた岡山県医学校をなぜ移管しなければならないのか､5万
円をつけて､ということであったろう0
5県立医学校の国立学校-の転換を進める傍ら､｢府県立医学校ノ費用-
明治二十一年以降地方税ヲ以テ支弁スルコトヲ得ス｣､という勅令が発せら
れたO地方税をその財源としていた府県立医学校の存立はきわめて困難と
なった0第1表は､全国の医学校の推移を示すものである｡｢中学校令｣が発
せられた1886(明治19)年には､その前年と比較して公立医学校はすでに減
少しているが､その減少は1887(明治20)年から1888年にかけてがきわめて
著しい｡この点について､｢明治二十一年-学校並二教員生徒 トキ著キ減少
アリ､是レ主トシテ同年度ヨリ地方税ヲ以テ府県立医学校ノ費用ヲ支弁スル(5)
ヲ得ズ､故二之ヲ廃止セルモノアリシニ由ル｣､と記されているが､地方税支
弁禁止は府県立医学校の存立に大きな打撃となった01886(明治19)年に
あった全国の23の府県立医学校の内､国立移管の5校を除いた18校中､存続
し得たのは､三つの医学校のみである｡それは京都､大阪､愛知の医学校で
あり､大都市にあり病院収入を以て運営できたところであるOすぐれた医学
校であった福岡県医学校､新潟県医学校などがことごとく廃止となった0
1888(明治21)年3月に医学校が廃止となった新潟では､｢以後二十一年間､
新潟医学専門学校が設立されるまで新潟県医学教育史上暗黒の時代がおとず
れることとなった｣が､この新潟医学専門学校の設立のための負担と努力は
(6)
甚大であった｡岡山県医学校はすく.れたものであったとしても､病院収入の
みではその存続はきわめて困難であったろう｡第三高等中学校医学部は県議
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第 1表 医学校の推移 1880-1894年
公私立医学校 内公立医学校
学校数 教員数 生徒数 学校数 詩県豪 教員数 生徒数
(FA18i58?3)午 45 223 3,501 30 25 155 2,364
(FAl;8i4)午 41 214 3,937 29 25 169 3,167
(諸 子5)午 39 227 4,066 31 29 229 3,126
(Fjl8*8亨6)午 31 275 3,904 28 26 229 2,988
(pj;;8号7)午 32 283 4,188 30 30 268 3,696
(Fj8& )午 31 278 4,313 29 29 264 3,784
(BAl8%8号9)午 25 227 3,843 23 23 213 3,304
(FAl琶…o)午 22 190 3,354 18 18 172 2,797
(FiSi8…1)午 7 55 1,546 3 3 38 951
(FA18i58…2)午 7 63 1,930 3 3 35 926
(pJ]18iB923)午 6 72 1,562 3 3 40 899
(pis;9去4)午 6 81 1,701 3 3 39 938
(pj買宣5)午 6 76 1,758 3 3 41 965
(FAl8*9…6)午 7 72 1,947 3 3 35 1,121
(F^18Bg芸7)午 7 87 2,119 3 3 48 1,238
証 1)第1回～第15回の 『日本帝国統計年鑑』より作成.
会における再度の審議でようやく設置が可決されたということであったが､
この第三高等中学校医学部設置は岡山県における医学教育にとって決定的に
重要なことがらであった｡
かくして1888(明治21)年4月に第三高等中学校医学部が設置された｡菅
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写真 1 岡山医学専門学校正門 (1910年)
註1)『写真集 岡山県民の明治 ･大正』1985年 山陽新聞社出版局 より.
2)岡山市内山下､明治43年撮影､との説明がある.
之芳岡山県医学校長兼教諭が初代医学部長に任命された｡3月に岡山県医学
校は廃止された｡1889(明治22)年 3月22日高等中学校医学部 ｢附設薬学科
ノ学科及其程度｣が制定され､1890(明治23)年 2月に第三高等中学校医学
部に薬学科 (修業年限3年)が設置されたが､それは1894(明治27)年 6月
に廃止された｡
設立時は岡山県医学校は旧岡山城内西の丸にあったが､内山下に医学部校
舎が新築され､1890(明治23)年 7月にそこ-移転した｡翌年 7月には医学
部校舎に隣接して病院の建物が落成し､岡山県立病院がそこ-移転した0
1894(明治27)年 6月25日 ｢高等学校令｣が公布された｡これにより高等
中学校は高等学校に改正されたが､その性格も､専門学科の教授を主目的と
し､併せて帝国大学予科教育を行うものとなり､大きく変化した｡第三高等
学校は､予科を置かず､高等中学校発足時からの医学部 (岡山)､1889(明治
22)年 7月設置の法学部､そして新たに設置されたに工学部の､3学部から
なる高等学校となったo各高等学校には医学部が設置されたが､岡山の第三
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高等中学校医学部は第三高等学校医学部となった｡引き続き医学部長兼県立
病院長に菅之芳教授が就任した｡高等教育制度の改編により高等学校医学部
となったのである｡
④ 岡山医学専門学校
第二の画期は､1901(明治34)年の第三高等学校医学部の分離独立による
岡山医学専門学校の設立である01894(明治27)年の ｢高等学校令｣は､従
来の高等中学校を高等学校に改めることであるが､同時に高等学校を専門教
育を主とし､併せて大学進学のための予備機関としての性格をもつもので
あった｡従来の医学部に加えて他の学部が設置された｡第三高等学校は第三
高等中学校の時期にすでに医学部の他に法学部をもっていたが､第三高等学
校となった段階では工学部を設置し､さらに予科を廃止した｡かくして第三
高等学校は3学部からなる専門教育機関となった｡第五高等学校にも工学部
が設置された｡この学部は帝国大学と同様に講座制をとった｡このように､
高等学校は準大学としての性格を有するものとなったのである｡高等学校の
準大学化は井上毅の高等教育機関構想であったが､しかし､高等教育は1897
(明治30)年の第二帝国大学の京都帝国大学の設立によって大学増設の方針
(7)
となっていき､高等学校の準大学化構想は消えていった｡かくして高等学校
は大学予科としての性格のものに収赦していくのである｡
このようななかで､1901(明治34)年4月1日､岡山医学専門学校は第三
高等学校から医学部を分離して設置された｡初代学校長には菅之芳教授が就
任した｡千葉､仙台､金沢､長崎の医学専門学校も第-､第二､第四､第五
の各高等学校医学部を分離して同時に設置された｡これらの内､仙台医学専
門学校は1913(大正3)年 3月30日をもって東北帝国大学附属医学専門部と
なり､1916(大正5)年の同大学医科大学の母体となっていった｡その他は
いずれも､やがて医科大学となっていったのである｡
かねてから岡山市外鹿田村に新築中の医学専門学校校舎および岡山県立病
院が竣工し､1921(大正10)年 3月23日に新築した病院で落成式が挙行され
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写真2 岡山医科大学
註1)『日本地理風俗大系 第10巻』1930年 新光社 より
た｡この岡山県立病院は文部省に移管され､4月1日に岡山医学専門学校附
属医院となった｡
⑤ 岡山医科大学
第三の画期は､岡山医科大学の設立である｡1922(大正11)年3月31日公
布の ｢官立医科大学官制｣にもとづき､同日上述の医学専門学校群の他校に
先立ち設置された｡初代学長には岡山医学専門学校長であった藤田秀太郎教
授が就任し､あわせて医学専門部の主事を兼ねた｡また､附属病院長には算
繁教授が任命された｡千葉 ･金沢 ･長崎の3医科大学の設置は翌年であるo
なお､岡山医科大学と同日に新潟医科大学が新潟医学専門学校 (1910[明治
43]年設置)を母体として設置されたo
岡山医科大学の設置により､岡山医学専門学校はその附属専門部となっ
た｡附属医学専門部は1924(大正13)年 3月25日に医学専門学校以来の最後
の卒業生103人を送り､4月22日をもって廃止された｡
1926(大正15)年に附属図書館が設置され､1933(昭和 8)年に香川県伸
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多度郡本島に臨海実験所が開設されるなど､発展を遂げた｡
1937(昭和12)年7月7日に日中戦争が始まり､戦争の影響は医学教育に
も及んだ01939(昭和14)年5月､岡山医科大学に臨時附属医学専門部が設
置された｡これは1944(昭和19)年4月に医学専門部に改められた｡1939年
7月には鳥取県東伯郡三朝町に附属三朝温泉療養所が設置され､新築工事の
終了後の7月に開所式が挙行された｡これは1944(昭和19)年3月に放射能
泉研究所と改称された｡
1941(昭和16)年12月8日に開始した対米英戦争の敗色が濃厚となった頃
の1945(昭和20)年6月29日､アメリカ空軍による岡山市の空襲によって､
岡山医科大学は本館､生理学教室､解剖学教室､内科 ･皮膚科 ･眼科 ･物理
療法科などの研究室､薬局､伝染病室などを焼失したO
第二次世界大戦後の教育制度改革のなかで､1949(昭和24)年5月31日の
｢国立大学設置法｣により､国立大学の一つとして岡山大学は設置された｡
岡山医科大学は岡山大学医学部に移行したが､医学部の学生受け入れは2年
後となるので､岡山医科大学は岡山大学岡山医科大学として存続し､1950
(昭和25)年4月に旧制最後の入学者を受け入れ､1954(昭和29)年3月の
卒業式をもって閉学となった｡
(2)第六高等学校
(彰 高等学校制度の推移
第六高等学校は1900(明治33)年に設麿された｡それは第六という冠にも
拘わらず第七番目のものであるOそしてそれはナンバーを冠しない山口高等
学校以外の第一から第五までの先行する高等学校とは異なり､初めての大学
予科に純化した高等学校である.このあたりの事情を記そうO
日本における近代教育制度は､国家須要の人物を養成する大学 (帝国大
学)と広く国民の教化にあたる小学校が先行し､それをつなくや中等教育レベ
ルは遅れるが､そのなかで帝国大学-のパイプとしての教育機関の整備が先
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行する｡1886(明治19)年の各レベルの教育令のなかの ｢中学校令｣はまさ
しくそれである｡この ｢中学校令｣は中学校を尋常中学校と高等中学校の二
層建てとし､高等中学校が大学進学の予備門となっていく｡しかし､この高
等中学校はそのすべてが医学部をもち､さらに法学部､そして高等学校に
なった段階では､工学部が設置されるというようにいくつかの学部を持つも
のとなっている｡あまつさえ､1894(明治27)年の ｢高等学校令｣により高
等学校となった後の第三高等学校は法学部 ･工学部 ･医学部 (医学部は岡
山)の3学部から成 り､大学予科をもたず､高等中学校段階の予科の生徒を
第一高等中学校-の114人をはじめ他の6高等中学校に配分転校せしめてさ
えいるOその数は合計292人であるo高等学校は大学予科とともに専門教育
を行う準大学としての性格を有していたoLかしその専門学部は発展せず､
また､高等教育を帝国大学の拡充ということでいくということが､1897(明
治30)年の京都帝国大学の設置によって明示され､それ以降は専門学部を廃
止し､高等学校は大学予科に純化していく｡第六高等学校はまさしくこのよ
うな方向が確定した後に設置された最初のもので､いわば新構想の高等学校
の第1号といえるものである｡
高等学校はその後､第七､第八の二つが設置された｡ここに第一から第八
までのナンバーを冠した高等学校が設置され､帝国大学の予科として高等学
校制度は整備されたoなお､防長教育会経費支弁の山口高等学校は廃止さ
れ､代って山口高等商業学校が設置された｡
② 第六高等学校の設立と展開
1898(明治31)年12月､第13回帝国議会において高等学校 1校増設の議が
起こると､岡山県 ･広島県 ･愛知県 ･香川県にその誘致をめぐる盛んな運動
が起こったQことに岡山県と広島県のそれは壮絶であったというQその結果
は1900(明治33)年 3月29日の勅令第84号によって岡山に設置されることと
なり､同年4月13日に第三高等学校教授酒井佐治が初代校長に任命された｡
学校の位置は岡山市大字門田字山手屋敷および大字国富字田中で､2万1870
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坪である0
1990(明治33)年 7月6日､第 1回の入学試験を第三高等学校で実施 し
たo入学志願者388で129人が入学した｡生徒の制服 ･制帽 ･徽章が定めら
れ､教授 ･書記などの職員が任命され､講堂 ･本館も完成し､9月15日に開
校式が挙行された｡当初国情寺を仮生徒寮にあてたが､やがて生徒寮が出
来､寮生活が始まった｡
入学志願者は全国にわたっているo入学者の出身学校は明らかにできない
が､第 1回卒業者60人の出身学校は第2表のようになるoこれによると､東
日本は埼玉 ･東京､北陸が富山､西は福岡という範囲である｡他の高等学校
からの転校というのが3人である｡
1903(明治36)年の志願者は､北海道 ･千葉 ･山口･長崎 ･鹿児島 ･沖縄
以外の全府県からあり､入学者は31府県に及ぶ｡こころみに入学者が最も多
いのは東京府で45人､地元の岡山は32人でそれに次いだ｡岡山のそれは入学
(8)
者の20.5%で､80%は他府県からであったoこのように全国から蛸集した0
1903年 6月30日､第 1回の卒業生60人が卒業した｡入学者は129人である
ので､所定期間で卒業した者は半数にも及ばない｡第 3表は､1910(明治
写真3 第六高等学校玄関
『六線稜史』1925第六高等学校生徒寮 より
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第2表 第六高等学校第1回卒業生出身中学校
中 学 校 名 人 数 中 学 校 名 人 数
埼玉県立第- 1 1
官立東京師範学校附属 1
神田 1
順天 1
大成 1
山梨県立第- 1
富山県立第- 1
静岡県立浜松 2
愛知県立第- 1
岐阜県立岐阜第- 1
〝 大垣 3
三重県立第- 2
和歌山県立第- 3
京都府立第一 4
同志社 1
大阪府立第- 7
1/第三 1
〝第四 1
奈良県立郡山 2
兵庫県立姫路 4
鳥取県立第- 1
岡山県立岡山 5
〝 津山 2
〝 高梁 2
広島県立第一 2
高知県立第- 1
福岡県立修献舘
合 計
転校 第二高校
転校 第四高校
証1)『明治三十六年第六高等学校学籍簿』より作成
43)年度に至る第六高校の入学 ･卒業 ･退学 ･死亡 ･在学統計であるOこの
間の入学1906人､卒業983人､退学292人､死亡22人である｡この卒業者数は
卒業該当者 (1907[明治40]年度までの入学者の合計1332人)中の卒業した
者の数で､その割合は73.8%にとどまる｡この間には死亡､退学もある｡
1907(明治40)年度までの死亡は9人であるが､退学は191人に及ぶ｡このよ
うに､入学者中､所定の期間で卒業できない者が多く､また､退学する者も
少なくなかった｡
第1回卒業は､第 1部16人､第2部16人､第3部28人で､この卒業生は帝
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第3表 第六高等学校生徒
註 1)第20回～第30回の 『日本帝国統計年鑑』より作成,
2)×は外国人で外数.
国大学に進学したが､その卒業校は東京33人､京都19人､九州8人である｡
卒業は､以後､第 2回103人､第 3回116人などとなるが､そのほとんどが進
(9)
学し､東京 ･京都 ･九州の3帝国大学を卒業している｡1922(大正11)年か
ら1945(昭和20)年までの卒業生中の進学者6054人の進学状況は,東京2609
人､京都2037人､大阪290人､九州209人､その他帝国大学237人､岡山医科
･､.しl
505人､その他医大66人,その他官立94人､公立 ･私立 7人となっている｡
1918(大正7)年の大学令以前は大学は帝国大学のみであったので､1921年
以前の進学はすべて帝国大学とみてよい｡高等学校は帝国大学進学の予科で
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あり､当然ながら帝国大学に圧倒的多数が進学したが､地元の岡山医科大学
への進学もかなりあった｡なお､一部甲･乙 ･丙､二部甲･乙 ･丙､三部と
いう構成は､1919(大正8)年より文科甲類 (英語を第 1外国語とするも
の)､文科乙類 (ドイツ語を第 1外国語とするもの)､理科甲類 (英語を第1
外国語とするもの)､理科乙頬 (ドイツ語を第 1外国語とするもの)に編成さ
れることとなった｡第二次大戦後に文科丙類 (フランス語を第 1外国語とす
るもの)が設けられたが､長い間以上の編成をとっていた｡
この高等学校は､1918(大正7)年12月6日公布の､旧高等学校令に代る
｢高等学校令｣によって､高等学校は大学予科としての性格が制度としては
明確に改められ､高等普通教育機関の一つとなったoLかし現実にはその後
も､大学の予備門的教育機能を第一義的とし､各高等学校はその機能を果し
てきた｡そこでは大正から昭和にかけての時期には､自由と自主の伸び伸び
とした伝統と広い教養を身につける学風が成長し､このことで学んだ若者た
ちは帝国大学などで専門的学問を学び､各界のリーダーとなっていったので
ある｡
第二次世界大戦に突入した1941(昭和16)年から後は様々の窮状に遭遇す
るo生徒は､その一部が学徒出陣し､大部分が軍需工場に動員され､勉学 ･
教育の実をあげることができなくなった｡1944(昭和19)年 1月11日夜の失
火と1945(昭和20)年6月29日夜の岡山市の大空襲のため､六高の校舎の大
部分は焼失してしまった｡
そこで､倉敷市寿町の倉敷紡績株式会社万寿工場などを借りて授業を再開
するここととなり､1945年12月11日ここで始業式を行なった｡その後､六高
校舎の復興につとめ､仮校舎ができ､1947(昭和22)年復興記念式典が挙行
されたo
その頃から総合大学設置運動が起こった｡黒正巌校長は岡山市津島の旧兵
舎を総合大学のために確保しようと考え､1947年10月25日に津島の旧兵器廠
に六高の分校を置き､1､2年生をここに移した｡
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1949年 5月31日､｢国立学校設置法｣が公布され､第六高等学校は岡山大学
に包括されることとなった01950年3月29日､第48回卒業式が国富の六高講
堂で挙行され､第六高等学校はこの月をもって廃止となった｡同年5月には
六高内にあった岡山大学法文学部事務室も津島の岡山大学内に移転し､六高
図書5万冊をはじめすべての器具類などは岡山大学に運ばれた.学籍簿など
は法文学部に移管され､関係事務は法文学部長が行うこととなった｡旧六高
の教官 ･職員は大部分は法文学部 ･理学部 ･教育学部に移籍し､1年修了の
生徒などの生徒の多数が岡山大学の第 1期入学生となった｡
六高敷地は1952(昭和27)年4月30日をもって大蔵省財務局に返納され
たOすでに1950(昭和25)年 9月から県立朝日高等学校が仮校舎を使用して
いたが､この跡地は同校敷地となった｡
(3) 岡山師範学校
① 教員養成制度と師範学校の推移
学校教員養成は明治政府の焦眉の課題であった｡1872(明治5)年に官立
師範学校 (翌年東京師範学校と改称)が東京に設置された｡場所は旧幕府時
代の学問所昌平葉､湯島聖堂であるo翌年1873(明治 6)年には大阪 ･宮
城､1874(明治7)年には愛知 ･広島 ･長崎 ･新潟に設置され､ここに東京
師範学校を中心とする全国7大学区ごとの七つの官立師範学校が設置され
た｡それは各府県に開設されてきた教員養成機関に対して指導的教員を供給
することを図ったものであるが､しかし財政事情などから官立師範学校は
次々に廃止され､東京師範学校のみとなった｡なお､東京女子師範学校が
1875(明治8)年に開校した｡他方､各府県においてほ､種々の方法を講じ
て小学校教員の促成に勤めた｡その名称 ･修業年限､教育内容は様々で統一
されていなかった｡1876(明治9)年頃からようやく各府県の教員養成機関
も整備され､師範学校と称するようになった｡
1883(明治16)年 7月6日 ｢府県師範学校通則｣が定められ､全国各地で
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写真4 旧岡山藩学校跡の正門
註1)『写真集 岡山県民の明治 ･大正』1985年 山陽新聞社出版局 より.
2) ｢明治44年に岡山女子師範学校が移転した岡山市中山下の旧岡山藩学校跡の洋池と正
門｣との説明がある.
公立師範学校は整備されていく｡
さらに､1886(明治19)年には様々の ｢学校令｣が制定され､わが国近代
学校制度が成立するO｢帝国大学令｣｢中学校令｣とともに ｢師範学校令｣が
制定されるが､そこで師範学校を高等師範学校と尋常師範学校と二層にする
ことなどが規定されるo唯一の官立師範学校であった東京師範学校は高等師
範学校となり､東京女子師範学校はその女子部となった｡この女子部は1890
(明治23)年に分離して女子高等師範学校となった｡他方､各府県の師範学
校は尋常師範学校となった｡ここに高等教育レベルの官立高等師範学校と府
県立の尋常師範学校という師範教育体制ができあがった｡
高等師範学校は､その後､1901(明治34)年に第二高師が広島に設置さ
れ､東京高師と広島高師が長い期間､師範学校および中学校などの中等教育
機関の教員養成を担ったが､後に金沢 (1944[昭和19]年)､岡崎 (1945年)
の二つの高師が設置された｡女子高等師範学校はやがて奈良女子 (1908[明
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写真5 岡山県師範学校 (1910年)
註1)『写真集 岡山県民の明治 ･大正』1985年 山陽新聞社出版局 より.
2) ｢明治43年､岡山市門田に新築移転した当時のもの｣との説明がある.
治41]年)､そして後に広島女子 (1945[昭和20]年)が設置された｡
府県立の尋常師範学校は各府県の初等教育教員養成を担ってきたが､1943
(昭和18)年の ｢師範教育令｣により､師範学校は官立となり､中等学校レ
ベルから専門学校レベルのものとなった｡ここに全国に56の官立師範学校が
設置され､男子部と女子部が設けられた｡中等学校卒業程度を入学資格と
し､修業年限3年で､2年の予科を置くことができるというものである｡
り:
② 官立岡山師範学校に至る諸校
岡山師範学校は､このような全国動向のなかで､1874(明治7)年6月に
設置された小学校教員養成所である温知学校をその起源として成立する｡
温知学校は旧岡山城内の西の丸跡に設置されたが､翌年11月に岡山市西中
山下の藩学校の旧校舎に移転した｡それは1876(明治9)年3月に岡山師範
学校と改称した｡同年4月には附属中学校､附属小学校を校内に置き､8月
には女子師範学校が附属として東中山下に設置された｡
1870(明治10)年 2月には､この女子師範学校は閉鎖され､裁縫教員養成
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を目的とする裁縫所を師範学校に附設したが､翌年3月には裁縫所を姉範学
校附属女紅伝所と改称し､さらに1872(明治12)年2月に附属女子手芸学校
と改称した｡なお､1874(明治17)年9月には附属幼稚園を設置したが､こ
れは県下の幼稚園の最初のものである｡
1883(明治16)年に ｢府県師範学校通則｣が定められ､全国各地で公立師
範学校は整備されていくなかで､岡山県では､1885(明治18)年3月に師範
学校と中学校が岡山学校と改称した｡
1886(明治19)年の ｢師範学校令｣にもとづき各府県の師範学校は尋常師
範学校となるが､岡山県では､同年 8月に岡山学校から中学校を分離して､
岡山尋常師範学校が設立された｡1887(明治20)年7月には師範女子部を置
いた｡1893(明治26)年10月､小学校教員講習生が入学したが､それ以後ほ
とんど毎年講習料を開設した｡
師範学校女子部は1895(明治28)年3月に廃止されたが､1902(明治35)
年4月に岡山県女子師範学校が設立された｡設置場所は岡山市大供の岡山県
立岡山高等女学校内である01904(明治37)年4月には岡山県女子師範学校
附属小学校を設置した｡
1910(明治43)年9月､岡山県師範学校は西中山下の旧藩校から岡山市門
田に移転し､1911(明治44)年4月に岡山県女子師範学校は岡山高等女学校
敷地から西中山下の師範学枚旧地に移転した｡このとき師範学校附属幼稚園
は廃止され､女子師範学校附属幼稚園となった0
1924(大正13)年4月､女子師範学校内に岡山県女子実業補習学校教員養
成所が併置された｡同年5月には､岡山県師範学校に予備科及び研究科を設
置したが､1926(大正15)年4月に研究科を専攻科に改め､別に講習料を置
いた｡同年6月には女子師範学校にも専攻科が設置され､1931(昭和6)午
4月の募集中止まで続いた｡
1931(昭和6)年9月19日､岡山県師範学校は､校舎3棟 ･寄宿舎3棟を
火災で焼失した｡間もなく復興した｡
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すでに15年戦争は開始していたが､日中全面戦争に入った頃から太平洋戦
争にかけては､農村での農業勤労奉仕作業や工場での勤労奉仕作業で授業が
しばしば欠ける状況となった｡
③ 官立岡山師範学校
1943(昭和18)年の ｢師範教育令｣により､師範学校は官立となり､中等
学校レベルから専門学校レベルのものとなり､全国に官立師範学校が設置さ
れたが､岡山県においても県立の岡山県師範学校 ･岡山県女子師範学校は専
門学校としての官立岡山師範学校に昇格し､それぞれ男子部 ･女子部となっ
た｡また､同時に女子部に専攻科が設置された｡学校長横田純太､男子部長
伊藤法俊､女子部長坂元彦太郎が就任した｡同年6月1日､男子部 ･女千部
合同の開校記念式を挙行した｡以後､この日を岡山師範学校開校記念日とし
て毎年合同の式をあげることになった｡ここに高等教育機関としての岡山師
範学校が成立し､戦後教育制度改革による高等教育制度再編のもとで､新制
大学の母体としての条件を具備するに至ったのである｡
日本の敗色が濃くなった1944(昭和19)年7月には､学徒動員令により､
男子部本科2年､予科3年および2年が玉野市三井造船所に動員され､さら
に女子部予科は同年4月から倉敷レーヨン飛行機製作所､女子部本科および
男子部予科 1年は同年12月から水島三菱飛行機製作所､-とそれぞれ勤労動
員された｡この学徒動員は敗戦まで続いた｡
1945(昭和20)年6月29日の米軍機による岡山空襲により､岡山師範学校
は甚大な損害を蒙った｡男子部は鉄筋 1棟 ･寄宿舎 1棟 ･食堂の他はほとん
ど焼失し､女子部は本館 ･教室 ･学寮その他を全焼した｡そのため､同年 7
月22日には女子部は赤磐郡佐伯村青年学校-､同附属国民学校は同村妙泉寺
に集団疎開した｡また､男子部附属国民学校は和気郡山田村国民学校 ･矢田
公会堂 ･塩田村青年学校-集団疎開した｡終戦後の9月には男子部は焼け
残った鉄筋1棟で授業を再開し､また附属国民学校は疎開先から岡山市の三
勲幼稚舎及び食堂を衝立で間仕切りして授業を再開したO一方､女子部は疎
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閑地に留まったが､女子部附属国民学校は岡山市に戻り､しばらくは露天授
業を続け､その後国富三勲寮で二部授業を開始した｡翌年2月22日には女子
部は岡山市海岸通り倉敷絹織株式会社岡山工場の一部に移転し､さらに同年
10月に､児島郡福田村の三菱地所株式会社の三棟寮に仮移転した｡
戦後教育改革のなかで､｢学校教育法｣が1947(昭和22)年 3月に制定さ
れ､同年4月から施行され､新制度のもとでの小学校と中学校が発足した｡
岡山師範学校にも男子部附属中学校が設立されたOまた､女子部附属小学校
が児島郡第四福田小学校に併置された0-万､岡山市に在住していた女子部
附属小学校児童は男子部附属小学校に収容された｡
戦災で焼失した校舎の復興は困難であったが､水島にあった海軍飛行隊予
科練習生所の建物の移築､父兄 ･卒業生 ･一般の寄付などをもとに､1947
(昭和22)年6月には焼け残った鉄筋の校舎と並んで木造平屋 2棟が建ち､
予科と附属中学校が使用した｡また､附属小学校の校舎2階建て8教室も建
てられた0
1948(昭和23)年4月には､女子部は岡山市門田に女子寮を新築して三棟
寮から移転し､男子部と合併し､翌年4月には､児島郡第四福田小学校に併
置されていた女子部附属小学校も岡山市門田の男子部附属小学校と合併し
た｡
1949(昭和24)年5月31日､｢国立学校設置法｣の施行によって創設された
岡山大学の教育学部に包括され､岡山大学教育学部附属岡山師範学校となっ
た｡1951(昭和26)年3月をもって廃止された｡
(4)岡山青年師範学校
(13)
① 青年師範学校制度に至る制度の推移
青年師範学校は1944(昭和19)年2月17日の ｢師範教育令｣の改正によっ
て､従来からの青年学校数員養成所を官立に移管し､専門学校レベルのもの
として創設されたOそれは､前身の青年学校数員養成所､さらにその前身の
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資料2 学校系統図 (1944年)
?
?
?
?
?
?
?
? ??
註1)文部省編 『学制百年史 資料編』学校系統図第7図
2)1944年に専門学校 レベルとなった師範学校､新設の青年師範学校の位置が示されてい
る｡両学校の本科は予科､中学､高女卒で入学した.
青年学校は男子は19歳までほ義務制 (ただし中学校等の在学者または卒学者は免
除)で本科は男子4年､女子2年に短縮できることになっていた.
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実業補習学校数貞養成所としての歴史がある｡
義務教育4年､中等学校-の進学率が小さかった頃､実業に従事する青少
年の教育を独立の規程をもって統括し､これを充実するために､1893(明治
26)年11月22日に ｢実業補習学校規程｣が制定にされ､実業補習学枚が設立
された｡尋常小学校卒業程度以上を入学資格とし､修業年限は3年以内で夜
間を認めたこの実業補修学校は､初等教育の補習機関であるとともに､従事
する実業についての知識技能を生徒に授けようとしたものである｡この実業
補習学校の教員養成は ｢実業教育費国庫補助法｣､｢実業学校教員養成規程｣
などによって実業学校教員とともに養成されたが､独自の養成機関として設
立されたものが1920(大正9)年10月30日公布の ｢実業補習学校教員養成所
令｣にもとづく実業補習学校教員養成所である｡
さらに､1926(大正15)年に ｢青年訓練所令｣が公布され､青年訓練所が
設置された｡小学校修了後､業務に従事する青少年大衆に対して兵式訓練の
施設を設ける方策としてであるO概ね16歳から20歳までの男子を4年にわ
たって訓練するものである｡
ここに実業補習学校と青年訓練所という､小学校卒業後､直ちに実業に従
事する青少年という同一対象を教育 ･訓練する二つの機関ができたoこの両
者は1935(昭和10)年の ｢青年学校令｣により､青年学校となった｡そして
その教員養成機関として青年学校数員養成所が設置された｡さらに､この青
年学校は1939(昭和14)年4月27日の ｢青年学校令｣の改正により青年学校
は義務教育機関となり､1944(昭和19)年には青年学校数貞養成所は官立青
年師範学校となった｡
Il｣
② 岡山県における推移と青年師範学校
岡山県においては､1922(大正11)年4月に岡山県実業補習学校数員養成
所が岡山県立高松農学校内に設置された｡それは､その後､1935(昭和10)
年4月 1日に岡山県立青年学校数員養成所と改称された｡それは1939(昭和
14)年 3月には岡山県上道郡角山村の三徳塾に移転し､1944(昭和19)年4
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月に及んだ｡他方､女子の実業補習学校数員養成所は1924(大正13)年4月
に岡山女子師範学校に併置されていた｡
これらの実業補習学校 ･青年学校教員養成所は､1944(昭和19)年4月に
廃止され､官立の3年制の専門学校として岡山青年師範学校が､倉敷市日吉
町に新設された｡ここに専門学校レベルの高等教育機関となった｡
『合同新聞』1944(昭和19)年4月15日は､｢同じ学園内に四人の校長 岡
山青年師範学校けふ開校式｣という見出しのもとに､つぎのように報じてい
る｡
倉敷市商内官立岡山青年師範校は十五日開校式に引続いて入学式をあげ､十七日
から県下青教職員の温床として授業をつづけるわけだが､男子生徒は西富井蚕業試
験場倉敷支場､女子は倉敷中央病院看護婦養成所がそれぞれ仮寄宿舎となる｡之で
同学園は既設の倉敷市商､精思国民学校､青年学校の寄合世帯となり､-校舎内に
四人の校長といふ変った現象を生ずるも材料置場その他改装して狭陰ながらも不便
を克服してゆくことになっている｡
1947(昭和22)年4月の新制中学校の発足にともない､青年師範学校は青
年学校数貞養成から新制中学校教員養成-とその目的の切 り替えが行われ､
また､附属青年学校を廃止し､附属中学校､附属高等学校 (定時制)が設置
された｡
1949(昭和24)年､新制大学の発足に際して岡山大学に包括され､岡山大
学教育学部附属青年師範学校と改称した｡在校生のうち第2学年の約半数が
新制岡山大学に進学したので､それを補充するために編入を行った01950
(昭和25)年4月に岡山大学教育学部内に移転したが､1951(昭和26)年3
月に旧校舎 (倉敷市日吉町)において最後の卒業式を挙行し､男子23人 ･女
l㌧‥
子15人が卒業した｡これをもって青年師範学校は廃止された｡
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(5) 岡山農業専門学校
(.L･.
① 戦時 ･戦後期の実業高等教育の特徴
戦時体制に入った昭和10年代における実業高等教育の特徴は､高等工業教
育と高等農業教育が重視されたことにあるO工業にあっては､工業専門学校
の増設､高等商業学校の工業専門学校､工業経営専門学校-の転換にあっ
た｡増設は1939(昭和14)年における室蘭 ･盛岡･多賀 ･大阪 ･宇部 ･新居
浜 ･久留米の官立高等工業学校の設置などであり､転換は1944(昭和19)午
に長崎 ･名古屋 ･横浜各高等商業学校が工業経常専門学校-､彦根 ･和歌
山 ･高岡各高等商業学校が工業専門学校-と､官立高等商業学校11校のうち
6校が転換した｡それとともに､この戦時体制からさらに戦後直後にかけて
の時期において農業専門学校が多く設置された｡それは公立学校として設置
図2 岡山農業専門学校が設置された高松農学校 (現高松農業高校)の位置
註1)『空からふるさと拝見』1980年 岡山県公報委員会 より
1978年1月号掲載の写真説明イラスト
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された｡すなわち､1944(昭和19)年には､大阪 ･京都､1945(昭和20)午
には新潟 ･長野 ･愛媛､1946(昭和21)年には岡山､1947(昭和22)年には
山形 ･静岡 ･島根 ･香川がそれである｡このほかに山口の獣医専門学校
(1945年)､茨城県立霞ケ浦農科大学 (1946年) ･兵庫県立兵庫農科大学
(1949年)がある｡当時の食糧事情の窮迫状況に起因するものである｡岡山
農業専門学校の設立もこのようなものの一つである｡
② 岡山農業専門学校
岡山農業専門学校は､1946(昭和21)年2月29日に専門学校令により文部
大臣から設置認可され､5月1日開校した｡設立者は岡山県で､場所は吉備
[t<l
郡高松町原音才の岡山県立高松農学校内である｡学科は農科と園芸科の2学
科である｡初代学校長には大杉繁が就任した｡
この県立の農業専門学校の設立の背景には県民の強い要望があった｡すで
にみたように､岡山県には官公立にかかる専門学校が一つもなかった｡こと
に岡山県は主要農業県の-つであり､中国 ･四国地方屈指の農業の展開がみ
られたのにもかかわらず農業に関する高等教育機関がなかった｡
1945(昭和20)年11月21日､岡山県会議長は､府県親則第44粂により､岡
山県下に農業専門学校を新設し､1946(昭和21)年4月1日をもって生徒を
募集し得るようにとの要望書を､岡山県知事宛に提出した｡また､1946(昭
和21)年 1月30日､岡山県町村会長は､岡山農業専門学校建設費として金
500万円の寄附願を､岡山県知事宛に提出したOこのような要望を受けて､岡
山県知事は､1946(昭和21)年2月13日､｢専門学校令｣による岡山農業専門
学校の設置認可申請書を文部大臣宛に提出した｡
1946(昭和21)年3月29日､｢専門学校令｣により設置を認可され､岡山農
業専門学校は発足したO
同年6月15日に農学科 1学年80人､園芸科 1学年40人の入学を許可し､入
学式が挙行された｡翌1947(昭和22)年3月31日､入学試験第一次考査を実
施したo受験生276人で､4月15日農学科86人 ･園芸科40人が入学した｡
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1947(昭和22)年11月25日､この頃､旧陸軍48部隊の敷地 (岡山市津島)
に駐留していた英印軍が近く撤退するという話があり､黒正巌六高校長の進
言にしたがって第2年生が警備隊を阻織して警備に当るこになった｡その
後､間もなく中国地方にの総合大学の設置案が提出されたため､その-母体
にしようと昇格運動が活発に展開された｡
1948(昭和23)年3月27日､入学試験の結果､農学科82人､園芸科44人の
入学を許可した｡そして4月､第1･2年生の授業は津島の旧48部隊の兵舎
で行なうこととなった｡同10月24日津島校舎で創立3周年記念式を挙行し､
式後運動会があった0
1949(昭和24)年 1月16日､大学昇格のための文部大臣の視察があるとい
うことで､この日､高松の校舎から引き揚げ､全員が津島の旧兵舎への移転
を開始した｡
同年3月5日､第1回の卒業式が津島地区で盛大に行われた｡卒業生は農
学科71人､園芸科36人であった｡
同年4月1日､岡山県議会の議決を得て岡山農業専門学校は岡山市津島を
設'し地とすることとなったO
同年5月31日に ｢国立大学設置法｣が公布され､農学部を含む5学部から
なる岡山大学が設置された｡同年8月27日､学校長は岡山大学教授に任ぜら
れるとともに､農学部長に併任となり,あわせて農業専門学校長を兼任する
こと.となった｡同年10月1日に岡山農業専門学校を岡山大学に併合すること
についての県知事から文部大臣宛の申請に対して､本日付けで東認となった
旨通知があったO同年11月には､農業専門学校の施設 ･備品一切を農学部に
移管した｡その経費は県が責任を負うた01950(昭和25)年4月1日付けを
もって､教官11人､事務職員13人は岡山大学農学部勤務となり､同時に岡山
大学農業専門学校勤務を兼ねることとなった｡
このように岡山大学農学部が設置され､そこへの併合が進んだが､なお､
農業専門学校としての教育が行われた｡
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1949(昭和24)年11月19日､創立4周年記念式および収穫祭が行われ､記
念行事として運動会､演劇などが催された0
1950(昭和25)年3月6日､第2回卒業式が挙行された｡卒業生は農学科
69人､園芸科35人であった｡さらに翌年1951(昭和26)年3月10日､第3回
卒業式が挙行され､農学科41人､園芸科27人に卒業証書が授与された｡
同年3月31日をもって岡山農業専門学校は廃止となった｡創立以来5年､
卒業生は278人である｡
かくして､岡山農業専門学校は岡山大学に包摂され､その-設置母体と
なったのである｡この岡山農業専門学校と同様に､戦争末期 ･戦後直後設置
の農業専門学校は､大阪と京都を除き､他はすべてその県の国立大学に包摂
されていったのである｡なお､茨城と兵庫の農科大学もやがて茨城大学､神
戸大学に合併し､国立大学の農学部となっていった｡
(19)
4 大原農業研究所
大原農業研究所は､故大原孫三郎により､1914(大正3)年7月､財団法
人大原奨農会の農業研究所として設立された｡財団法人大原奨農会は､｢農
事に関する学術の研究及び農事の改善を目的｣とし､そのための事業とし
て､(1)農業研究所の設立､(2)農学校の設立､(3)改良種苗農具及肥料
の普及頒布､(4)一般学術の講演及印刷物の頒布､を定めているCそのため
に必要な土地 ･建物 ･その他の必要諸施設､その経費の財源として農地約
100町歩が大原孫三郎から寄付された｡研究所長には近藤万太郎が就任した｡
農業研究所は､当初､種芸､農芸化学の2部門で､研究分野として種芸 ･
園芸 ･農具気象 ･病虫 ･農芸化学の5研究室で構成された｡その後､病虫部
が種芸部から分離し､1921(大正10)年に昆虫､病理の2部門が設置され
た｡他方､農具気象の研究は1917(大正6)年に､園芸は1924(大正13)午
に中止された01920(大正9)年に教育機関として農学校に代る農業講習所
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写真4 創設時代の大原農業研究所全景
『大原農業研究所史』1961年 大原奨農会 より.
が開設された｡しかし､これは2回の卒業生を出したのみで中止された｡
1929(昭和4)年､大原奨農会創立15周年を期して､名称を財団法人大原
農業研究所と改めた｡事業内容は農学の基礎研究という研究事業に一本化さ
れたOここに研究機関としての性格を明確にもったOこの際に経費充足の目
的で新たに田畑100町歩が大原孫三郎から寄付された｡終戦時までの期間の
研究部門は種芸 ･農芸化学 ･病理 ･昆虫の4部門で､それぞれの研究が大い
に進められたO
財団運営に必要な経費は寄付された田畑の小作地からの小作料と研究圃場
の生産物などをもって支弁され､その額は1914(大正3)～16(5)年頃は
2万円内外であったが､1919(大正8)年頃から1924(大正13)年頃までほ
約5万程度になった｡さらに､1924(大正13)年頃には預金利子などを含め
ると年額約8万円の収入があった｡このように当時の経常費は4ないし5部
門の研究所としては､他の公共農事試験機関に比較してかなり多額であっ
た｡さらに設立者はつねにこの研究所の充実に配慮し､毎年多額の特刺寄附
金が寄せられた｡さらに100町歩の寄附のあった1929(昭和4)年以降は法人
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の基盤はいっそう安定し､年間約7万5千円で､落着いた研究ができた｡
1945(昭和20)年の終戦の後は､甚だしいインフレーションにより運営は
困難をきわめたが､1947(昭和22)年の農地改革による農地の大部分の解放
により､収入はほとんど皆無になり､このような財政基盤の喪失によりその
存立自体が困難となった｡関係者の努力により､文部省から1948(昭和23)
年約300万円､1949･1950年各500万円､1951年400万円の補助金を受けた｡こ
れにより運営は維持できたが､それらはほとんど職員給与に当てられ､研究
費は微々たるものであった｡
大原孫三郎のこの研究所の構想は､単に農業技術の研究と普及にとどまら
ず､農村社会生活や農民心理､あるいは農業経済をも含むものであった｡一
時的ではあったが農業経営部が設置されたこと (1950年廃止)､蔵書図書資
料がペヅファー文庫､漢籍文庫､農畜文庫などに及んでいること､などにそ
のことが示されている｡ちなみに1948(昭和23)年4月現在の第六高等学校
図書室の所蔵図書数は6万12175冊､1949(昭和24)年度の岡山大学附属図書
館医学部分館のそれが9万8306冊 (内洋書5万4386冊)のとき､同年度の大
:.卜
原農業研究所図書館のそれは11万0711冊 (内洋書7万6176冊)であった｡研
究機関としての充実ぶりを示しているといえよう｡
この農業研究所を大学､あるいは大学附属研究所-転換する構想はすでに
あったが､戦後の経営困難のなかで具体的に模索された｡1949年の岡山大学
の設置に至る経過のなかで､総合大学設置運動側はこの大原農業研究所を一
つの重点根拠として構想を進めていたが､設置後の1951(昭和26)年に国立
移管の方針が決定され､同年および1952年の2カ年にわたり所有財産の大部
分を文部大臣に無償寄附して､岡山大学農学部附属大原農業研究所となっ
た｡1953(昭和28)年7月は従来の研究実績が評価され､附置研究所に昇格
し､岡山大学農業生物研究所と改称したO
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(14)前掲 (4)『岡山大学二十年史』73-74ページ｡
(15)学制改革にともなう岡山青年師範学校の帰趨については､特に倉敷側の関心は大き
かったものと思われる｡『山陽新聞』1947年2月14日記事は ｢職業大学か上級中学か
帰趨を注目される青年師範学校｣という見出しの記事を掲載している｡資料の少ない青
年師範学校の様子を示すものであるので､掲載する｡
倉敷市日吉町､岡山青年師範学校はもと市立の商業学校であったが音数教員養成
所となり十九年中から国家に寄付､官立青年師範学校となったが､今回学制改革で同
校の帰趨は大きな問題となっている｡
同校は赤屋根二階道で建坪一万坪､教室三十重､繁華街を離れた田園にあり将来文
化都市を夢想する倉敷市に大きな希望をあたえるもので､市の空気としては新学制
と同時に青師が停止となり再び市の所有に帰り市立の上級中学校または大学に昇格
させようとしているが､これに対して林同校長は全国の青年師範のうち同校 くらい
地理的条件､施設のめぐまれたものはないとし､文部省の意向を聞いたうえ中国地方
唯一の実用職業教育機関としての官立教育大学を計画している0
その内容は男女共学で四百名を募集するが､目的は新制下下級中学校の教育方針
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制度を実地に研究指導するという､またそのため附属下級中学校を併設､上級はパー
トタイム制の職業教育一本槍でゆく､しかも教授陣容をまったく一新､同士的結合に
結ばれるもののみが集まって､働く人のための教育制度を研究するという｡
(16)前掲 (2)『学制百年史』605-606ページ､および前掲 (1)『学制百年史 資料編』
によるo
(17)前掲 (4)『岡山大学二十年史』74-75ページによるO
(18)岡山農業専門学校が設置された岡山県高松農学校は､現在は岡山県立高松農業高等
学校｡1886(明治29)年8月に御野郡伊島村 (当時)に設立された岡山県農事講習所の
転換による､1899年9月に設立された岡山県農学校を1902年に吉備郡高松町に移転､
1921年岡山県高松農学校と改称､学制改革により1948年4月高松農業高校となり､若干
の名称改変を経て､高松農業高校に復し､今日に至っている｡岡山農業専門学校の設置
のほか､1922(大正11)年4月に岡山青年師範学校の前身､岡山県実業補習学校数貞養
成所が設置されたO高松農学校は岡山県農業教育の拠点的役割を果してきた｡｡
(19)西門義一編 『大原農業研究所史』1961年 大原奨農会､および前掲 (4)『岡山大学二
十年史』
(20)前掲 (4)『岡山大学二十年史』の545-546ページ表｡
付注
折り込み図 :岡山市街図における岡山大学前身諸校の所在場所 (1910年 [明治43]年地
図)
① ここには､内山下に岡山医学専門学校が図示されているOその隣に岡山県病院があるO
写真1はこの地図と同じ1910(明治43)年の岡山医学専門学校の正門である｡
この場所は､第三高等中学校医学部が岡山市に設置されたときに､従来の岡山県医学校
の所在場所旧岡山城内西の丸跡からここ-移転した｡以後､この地で第三高等学校医学部
(1894年) ･岡山医学専門学校 (1901年)となっていったO写真 1はこの時期の建物であ
るO岡山医学専門学校は､1921(大正10)年に岡山市外､御野郡鹿田村に移転するOこの
地図では鹿田は空白であり､水田がひろがっていた｡
写真2は､移転直後の1922(大正11)年に設置された岡山医科大学の正門である｡
(参 ここには､国富に第六高等学校が図示されている｡
写真3は1925(大正14)年の 『六稜寮史』に掲載されているものであるが､1900(明治
33)年の設立時に建築された本館で､木造である｡第六高等学校以前のナンバースクール
は､第二高校を除き､他はいずれもレンガ造りで､その偉容は現在の石川県立郷土障物館
となっている第四高校本館､現在の熊本大学資料館となっている第五高校本館にそれを
見ることができる｡設立年代､したがって学校建築様式などの違いが反映されている｡
(宮本雅明 『日本の大学キャンパスの成立』1989年九州大学出版会が明治期の高等教育機
関の学校建築の推移と特質を究明している｡)
③ この地図の西中山下に岡山県師範学校が図示されている｡
岡山県師範学校の起源である温知学校は､1874(明治11)年に旧岡山城内西の九跡に設
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置された翌年にこの西中山下の旧藩学校に移転し､1890(明治23)年設置の岡山尋常師範
学校に引き継がれていく｡写真4は､この西中山下の旧薄学校跡の正門である｡
この地図には､東山に 文 岡山県師範学校が示されている｡図示により岡山県師範学校
は西中山下にあるかのようであるが､この1910(明治43)年9月に東山に移転しているO
写真5はそこに新築された校舎である0
1887(明治14)年設置 ･1895(明治25)年廃止の師範女子部を源淵とする岡山県女子師
範学校は1902(明治35)年に設置された｡場所は大供の岡山県立岡山高等女学校内であ
り,この地図に図示されている｡この女子師範学校は､岡山県師範学校が1910(明治
43)年に東山に移転した翌年の4月に西内山下のその跡地に移転したQこの地図はその前
年場所を示している｡写真4はこの西中山下へ移転した後の女子師範学校を示すものと
して掲載されているものである｡
④ 1947年設置の岡山大学のメインキャンパスである現津島キャンパス地には､陸軍第17
師団があるO現在の総合グラウンドは練兵場であるO
岡山農業専門学校が設置された岡山県高松農学校は､岡山県農学校という校名であった
当時､1902(明治35)年に御野郡伊島村から図2の現在地に移転したが､同校の偉容を象徴
する本館を備えた､本県の農業教育の拠点校に相応しいキャンパスとなっている｡1922(大
正11)年に岡山青年師範学校の源淵である岡山県実業補習学校教員養成所がが設置された
のもここ高松農学校内である｡
大原奨農会がまだ設立されておらず､倉敷市の大原農業研究所の設置場所は水田であっ
た ｡
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